














































2020 年までに中国の 60 歳以上の人口は 2 億 4,800 万人に、2030 年には３億人に、そして 2050 年まで
には４億人に達すると予測されています。なぜこういった問題が起きたかといいますと、1960 年代の
ベビーブームで出生人口の１つのピークを迎えたことがその背景にあります。特に 1963 年の出生数は







リカが 1950 年に 60 歳以上の人口が 12.5％を占めるようになったとき、１人当たりの GDP は 1 万 645
ドルになっていましたし、日本が 1970 年に 60 歳以上の人口が 10.6％を占めるようになったとき、１
人当たりの GDP は 1 万 1,579 ドルになっていました。しかし中国の場合、2000 年に 60 歳以上の人口





























1980 年に 14 歳以下の年少人口は全体の 33％を占めていましたが、去年、この比率は 15％に下がりま
した。ですから、このような深刻な少子高齢化の問題は、中国の小売企業や商業、流通に大きな影響
を与えることになります。老後問題は中国社会にとって、これから大きな問題となっていきます。







市の高齢化状況」について統計があります。北京市戸籍の人口は 1,300 万人ですが、そのうち 60 歳以
上の高齢人口は 279 万人、つまり総人口の 21.2％を占めています。北京市では現在、年間で高齢者が
15 万人ずつ増えており、増加率は平均６％です。2020 年までに北京市に戸籍を持つ高齢人口は 380 万
人になり、全体人口の 25％を占めるようになります。
　スライドの９枚目ですが、ここでは上海市の状況について見ます。2014 年時点の上海市の 60 歳以上
の人口は約 414 万人で、総人口の 28.8％を占めています。前年より 36 万人増加し、増加率は 6.8％でした。
















































































































は北京地域の社区を中心に 169 店舗出店しています。従業員数は７千名以上で、売上高が 43 億 7,000
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高齢者には毎月 200 元、80 歳以上の高齢者には毎月 800 元の補助金を出すという制度もあります。
ですから基本的な生活を維持するには問題ないといえます。また、北京市ではさまざまな社区型
商業の企業に対しても補助金を出しています。その主な目的としては、社区にあるコンビニエン
スストアやスーパーで販売されている商品を比較的安く販売するという狙いがあります。
　もう１つの背景としては、中国の農村と都市の格差が非常に大きいということがあります。特
に農村地域においてはまだ社会保障制度が整備されていないところもあります。ですから、農村
地域ではこのようなサービスを利用できるかというと、まだまだ難しいと思います。この問題も、
これから高齢化がさらに進んでいくことを考えると、大きな課題の１つとして挙げられます。
